
◎ 収支不足額と基金残高の推移

・R4～R6は財政健全化の取組や普通交付税の追加交付などの影響もあり上振れ。

・R9までは各年度の収支不足額に大きく差はないが、Ｒ10以降は人件費及び物件費の増加見込み
により収支不足額が大きく上回る。

・基金残高はR14に枯渇見込みだったものが、R11に枯渇見込みに前倒し。

【図2】基金残高見込額の推移【図1】収支不足額見込額の推移
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本市の収支見通しの推移（一般財源ベース）

（単位：百万円） （単位：百万円）
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※ 三木市財政健全化計画（R4.11策定）より抜粋

本市の収支見通しの推移（一般財源ベース）
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※ 三木市財政健全化計画 令和５年度実績報告書（R6.8作成）より抜粋

本市の収支見通しの推移（一般財源ベース）
資料６⑦



- 4 -

※ 三木市財政健全化計画 令和６年度実績報告書（R７.8作成）より抜粋

本市の収支見通しの推移（一般財源ベース）
資料６⑦


